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1．背景と目的 

なんらかの活動に取り組む際に、一度の失敗で落ち込

みあきらめてしまう人と、失敗しても簡単には落ち込ま

ず何度も挑戦することで成功を勝ち取る人もいる。この

二者の違いはレジリエンスにあるとされ、ビジネスや教

育現場で注目されている。レジリエンスとは、困難で脅

威的な状況にもかかわらず、うまく適応する過程・能

力・結果(Masten et al., 1999)と定義されており、

「折れない心」や「逆境力」とも言われている。今の日

本は急速にグローバル化が進んでおり、変化対応力が求

められる時代である。中央教育審議会答申等(2015)でも

言われている「予測困難な時代」にもしなやかに対応し

ていくためにも、このレジリエンスを高めていくことは

重要であると考える。学習指導要領(H29年告示)でも

「学校教育には，子ども達が様々な変化に積極的に向き

合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々

な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構

成するなどして新たな価値につなげていくこと，複雑な

状況変化の中で目的を再構成することができるようにす

ることが求められている」と述べられている。また、新

学習指導要領の改訂のポイントである主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善における目指す授業の 1

つに「見通しをもって粘り強く取り組む力が身につく授

業」というものもあり、学校教育においてもレジリエン

スの力が求められていることがうかがえる。先行研究に

おいて、レジリエンスとは、失敗を成長の糧にして成功

へと導く力であり、失敗することへの恐怖心や苦手意識

を消し一歩踏み出す力のこと（工藤, 2018）とも言われ

ている。また、レジリエンスは誰もが備えており、個人

の努力で高めることができる（Flach, 1997）という特

質があることも言われている。 

体育という教科は、身体活動を行うため、他教科と比

較し「できる」「できない」が実感しやすい教科であ

る。そのため、取り組みへの工夫が成功や失敗として現

れてくる。体育の授業において自己やグループの課題を

見つけ、その課題を達成するために工夫して粘り強く取

り組むという経験を通して「レジリエンス」を高めてい

けるのではないかと考える。そのため体育の学習に着目

し粘り強く取り組むといった児童の「レジリエンス」を

高める授業法を研究する。 

2．研究の流れ 

2.1. 1年次 

様々なレジリエンスの概念を含む先行研究を整理分析

し、レジリエンスの概念をまとめる。まとめた概念を基

に、レジリエンスを高める体育授業法を作成する。 

2.2. 2年次 

作成した体育授業法をもとにレジリエンスを高める体

育授業を実践し、効果の検証を行う。 

 

3.先行研究 

レジリエンスの概念は広く、とらえ方は研究者によっ

て様々であり、要因とされるものも多く存在する。また、

日本国内でのレジリエンスの捉え方と海外での捉え方も

異なったものとなっている。佐藤ら(2017）は、海外にお

けるレジリエンス研究と国内におけるレジリエンス研究

の動向を整理し、海外ではレジリエンスの前提となるリ

スクを「著しく困難で深刻な状況」としているのに対し、

国内では「日常的に誰も経験しうるストレス場面」と定義

していると指摘している。また、国内におけるレジリエン

ス研究は、レジリエンスを導く個人特性に着目し、それら

を導く尺度開発を行ったものが中心であることも指摘し

ている。 

小塩ら(2002)は、精神的な落ち込みからの回復を促す

心理的特性である精神的回復力を測定する尺度として

「精神的回復力尺度」を作成している。この尺度は、全体

を精神的回復力とし、3つの下位尺度（新奇性追求，感情

調整，肯定的な未来志向）からなり 21項目で構成されて

いる。また、平野(2010)は、資質的レジリエンス要因と獲

得的レジリエンス要因からなる「二次元レジリエンス要

因尺度」を作成している。その他にも、中学生を対象とし

た石毛ら(2006)の「レジリエンス尺度」等、レジリエンス

の要因となる特性や資質を測定する尺度が開発されてい

る。 

原ら(2016)は、小学生を対象としたスキル重視型の実

践を行い、レジリエンスを高められることを示している。

また、小林ら(2017) は、基本的なスキルを身につけるた

め、年齢に合わせた対人関係、スキル学習を計画的に実施

し、意欲的活動性、楽観性で有意な上昇がみられレジリエ

ンスを高められることを示している。 

スポーツ活動経験とレジリエンスの関連について、葛



西ら(2010)は、スポーツ活動経験の質的な活動経験（成長

感）とレジリエンスの関連を明らかにしている。また、渋

倉(2010)は、スポーツ活動における敗北や挫折、人間関係

の悩みといったネガティブな経験が、レジリエンスを向

上させる「場」となりうる可能性を示唆している。 

岩谷ら(2020)の中学生を対象としたレジリエンスを高

める体育のカリキュラム・デザインの調査では、課題に粘

り強く取り組んだかどうかに加え、個人に応じた達成感

の獲得が、「精神的回復力尺度」に強く作用していると述

べている。そのため、単に課題に長時間取り組ませるので

はなく記録の測定や仲間からの助言、学習の振り返りな

どの手立てにより学習者が自己の成長を実感できるよう

にすることが重要であると述べている。 

レジリエンスと関連が深い「失敗」について、畑村

(2005)は悪いイメージのある失敗を学び、成功につなげ

ようとする分野として「失敗学」を考案している。失敗と

向き合う方法として、失敗の原因を「要因」と「からくり」

に分けて分析することや、無駄な失敗を防ぎ、新たなもの

を創造していくためにも「課題設定」の大切さについて述

べている。  

このようにスポーツ活動とレジリエンスに関する研究

は進んではきているものの、小学校の体育授業において

研究している例は見られない。先に述べたように、新学習

指導要領では「見通しをもって粘り強く取り組む力が身

につく授業」が目指されており、レジリエンスに着目して

取り組むことが効果的であると考えられる。 

 

4．レジリエンスの概念整理 

危機に見合わせたときもう一度立ち上がっていくため

のレジリエンスには、3つのステップがある。1つ目は、

精神的な落ち込みから抜け出し下降を底打ちさせる段

階。失敗の恐れや不安などのネガティブ感情はしつこく

繰り返されることにより行動回避につながる悪循環を生

み出す。それを断ち切り、次へ気持ちを切り替えるのがこ

の段階である。2つ目は、次の目標に向けて這い上がって

いく段階。これは、前向きな行動ではあるが決して楽では

なく、越えなければならない壁もたくさんある。自己の課

題を見つめなおし、まわりの人のサポートを受けながら

次の目標にむけて、やり続けることが必要となる。3つ目

は、つらい経験から意味を学び成長する段階。過去の経験

から一歩離れて俯瞰する振り返りの作業（リフレクショ

ン）が有効である。 

この 3 つのステップを基に先行研究の中で取り上げら

れていた、いくつかのレジリエンスの要因を下記の表 1

に整理した。 

表１ レジリエンスの概念整理 

1. ネガティブ感情に対処する 

a 自己をコントロールする 

① 感情調整 動揺しても自分を落ち着かせ

ることができるといった力 

② 統御力 自分の体調や体力及び感情や

ユーモアなど、心身をコントロー

ルする能力 

③ 自制心 その時々の状況に応じて自分

の感情や思考、行動を律すること 

④ 忍耐力 困難な状況にあってもそれに

容易に屈することなく耐える力 

b 自己の状況に気づきポジティブな部分に目を向ける 

① 自己の気づき 自己の思考、感情、行動、生理

的反応に注意を払う能力 

② 精神的柔軟性 状況を多角的にみて、想像的か

つ柔軟に考えられる能力 

③ 現実的楽観性 ポジティブなことに気づき、期

待し、自己でコントロールできる

ものにフォーカスし、目的を持っ

た行動を起こせる力 

2. 次の目標に向けて這い上がる 

a 自分自身のことがわかる 

① 自己理解 自分の考えや自分自身につい

て理解・把握し、自分の特性にあ

った目標設定や行動ができる力 

② 自己肯定感 そのままの自分を受け入れ、自

己を尊重し、自己の価値を感じて

自らの存在を肯定することであ

り、自己を信頼できる自信の源 

③ 自己効力感 課題に対して自分は達成でき

るという感情 

b 課題解決や、やり続ける意志の強さ 

① 課題解決志向 状況を改善するために、問題を

積極的に解決しようとする意志

を持ち解決を学ぼうとする力 

② 行動力 物事に対して努力や意欲をも

って行動することができる 

③ 意欲的活動性 粘り強く問題を解決しようと

する力。自分でいろいろな方法を

模索しながら失敗してもあきら

めずに最後まで問題を解決しよ

うとする意志 

c 物事がうまく進むだろうというポジティブな感情 

① 楽観性 物事がうまく進み、良いことが

生じるだろうというポジティブ

な見通しをもっていることであ

り、将来に対して不安を持たず

に、肯定的な期待をもって行動で

きる力 

② 肯定的な未来志 不安や脅威をもたらす状況に



向 あっても先を見通し、前向きな展

望を持ち続けることで将来の夢

や目標を持ったり、将来の計画を

立てたりすること 

d 周りの人からのサポート 

① 社交性 見知らぬ他者に対する不安や

恐怖心が少なく、他者との関わり

を好み、コミュニケーションを取

れる力 

② 他者心理の理解 他者の感情を容易に読み取るこ

とができる能力。他者の心理を認

知的に理解、もしくは受容する力 

③ ソーシャルサポ

ート 

深刻な状況に陥った時に支え

てくれる人や守ってくれる人な

ど、人間関係のつながりの中で得

られる援助 

3. つらい経験から意味を学び成長する 

a 物事を多面的に捉える 

① 精神的敏速性 物事を多面的に捉え、対局的見

方から対処すること 

以上のレジリエンスを整理した 3 つのステップを参考

にレジリエンスを高める体育授業法の検討を行った。 

 

5.レジリエンスを高める授業法の検討 

上記の内容をもとに、児童のレジリエンスを高める授

業法の検討を行った。児童のレジリエンスが高まったと

する姿を『自己の課題に粘り強く取り組む姿』とし、具体

的には①自己の課題をとらえ、解決に向けて取り組むこ

とができること、②自己の目標(目指す姿)をもち、そこへ

向けて努力することができることとし授業法の検討を行

った。レジリエンスを高める授業法として 3 つの手立て

を考えた。手立てについては後に記述する。 

 

6．レジリエンスを高める授業実践 

6.1. 目的 

1年次に考案した、レジリエンスを高める体育授業 

を実践し効果を検証することを目的とした。 

6.2. 対象 

N市立小学校 5年生 55名(A組 27名(男子 12名女子 15

名)、B組 28名(男子 11名女子 17名) ) そのうち欠席者

等を除く 50名(A組 23名(男子 11名女子 12名)、B組 27

名(男子 10名女子 17名) ) を対象とし実践および調査を

行った。A組には，担任の先生のサポートのもと筆者が本

研究で考案した単元計画で体育の授業実践を行った。授

業で取り扱う技と単元の時数は同じであるが、B組は従来

通りの単元計画で行われた。 

運動やスポーツが好きだと答えた児童は A組 77.8%、B

組 74.1%、学校の体育の授業は好きだと答えた児童は A組

88.9%、B組 74.1%、マット運動は好きだと答えた児童は A

組 74.1%、B組 59.3%であった。 

6.3. 期間 

2020年 9月～10月。 

6.4. 手続き 

 不等価 2 群事前事後テストデザインを用いた。筆者が

考案した授業計画を実施した A 組を介入群、B 組を対照

群とした。事前テスト及び事後テストとして単元の始め

と終わりに、後述する精神的回復力尺度を用いた。 

6.5. 実践内容 

6.5.1. 単元名 

器械運動(マット運動) 

①とび前転②側方倒立回転の 2つの技を扱った。 

全 10時間で単元計画を立て授業実践を行った。 

6.5.2. 授業の流れ 

1時間目: オリエンテーションと技の紹介。 

2つの技を動画と実演を用いて紹介した。合わせて技の

ポイントも確認した。また、学習カードと目標達成シート

も配付し記入方法を説明した。オリエンテーションの中

で、発表会において①とび前転②側方倒立回転と既習の

技の 3つを用いて発表することを伝えた。 

2時間目: 技①とび前転の自己の課題を捉える。 

まずとび前転に挑戦させた。さらに、技のポイントと照

らし合わせ、自己の課題を見つけさせた。 

3 時間目: 技①とび前転について自己の課題をもとに練

習の場を選び練習に取り組む。 

図 1に示したように、スモールステップの場を設定し、

系統的に児童が自己の課題に合った場を選びながら学習

を進められるようにした。図 2 に示したように、各場に

場のポイントと選ぶときのヒントとなるものを掲示し、

自分の課題とヒントから練習の場を選び練習に取り組め

るようにした。 

4 時間目: 技①とび前転について自己の課題をもとに練

習の場を選び練習に取り組む。 

前時と同様の場を設定し、学習の振り返りをもとに練

習の場を選択し練習に取り組めるようにした。 

5時間目: 技②側方倒立回転の自己の課題をとらえる。 

まず側方倒立回転に挑戦させた。さらに、技のポイント

と照らし合わせ、自己の課題を見つけさせた。 

6時間目:技②側方倒立回転について自己の課題をもとに

練習の場を選び練習に取り組む。 

とび前転と同様にスモールステップの場を設定した。

各場に場のポイントと選ぶときのヒントとなるものを掲

示し、自己の課題とヒントをもとに練習の場を選択し練

習に取り組めるようにした。 

7 時間目: 技②側方倒立回転について自己の課題をもと

に練習の場を選び練習に取り組む。 

前時と同様の場を設定し、学習の振り返りをもとに練

習の場を選択し練習に取り組めるようにした。 

8時間目: 発表会での発表内容を決める。 

発表会で発表する技と順番を決めた。発表会では技①



とび前転、技②側方倒立回転、③前学年までに学習した技

を組み合わせて発表するため、発表会で用いる技と順番

を試しながら考える時間を設定した。また、前半の各技の

練習において課題として残ってしまったものも、練習に

取り組めるよう場の設定を行い、一人一人が自分に合っ

た練習を選択し取り組めるようにした。 

9時間目: 発表会に向けての練習。 

一人一人が発表会に向けて必要な練習に取り組めるよ

うにした。加えて、グループ内でのミニ発表会を行った。 

10時間目: 発表会 

学習のまとめとして発表会をおこなった。技①とび前

転、技②側方倒立回転、③既習の技の 3つを組み合わせ

て、一人一人が発表した。発表者は見てほしいポイント

を伝えてから始めた。兄弟グループと見合う形を取り、

観客グループは一人一人にコメントを渡した。 

図 1 とび前転の練習の場 

 
図 2 とび前転の練習の場のポイント 

6.5.3. 手立て 

1 年次に考案した授業法として 3 つの手立てを実践し

た。 

1) 手立て 1 単元計画の工夫 

図 3 に示したように、自己の課題をとらえ、解決に向

けて取り組むことができるようにするため、自己の課題

を捉え、練習の場の選択、実践、振り返り、再選択のサイ

クルを意識した授業展開を単元計画において設定し、4つ

の工夫を取り入れた。 

第 1 に、技ごとの始めの時間に、取り組む技に挑戦さ

せた。その中で自己の課題を捉え課題解決を目指し練習

に取り組めるような単元計画で授業実践を行った。 

第 2 に、技①、技②、発表会に向けて自己の課題に取

り組むという大きく 3つに分け、単元構成を行った。 

第 3に、1つの技について、①自己の課題を捉える②課

題克服に向けて練習に取り組むという時間に分けて設定

した。 

第 4 に、2 時間分②課題克服に向けて練習に取り組む

時間を確保することにより自分の取り組みを振り返り、

次回の取り組みを改善できるように設定した。また、技の

まとまりごとの取り組みを振り返り、次回の学習に活か

せるようにした。例えば、技①技②の時間における技能の

習熟度の低さに関しては、発表会に向けた練習の際に取

り組ませた。また、自己の課題を見つけることができなか

った児童は、原因を考え、次の技の時間では見つけること

ができるように単元を構成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 単元計画の工夫 

2) 手立て 2  学習カードの工夫 

図 4 に示したように、自己の課題をとらえ、解決に向

けて取り組むことができるようにするため、自己の目標

とそこへ向けての課題解決における児童の思考を整理で

きる学習カードの工夫を 4点取り入れた。 

 

図 4 学習カードの一部 

第 1 に、自己の課題と取り組んだ練習内容、その練習

による成果と課題を記入することにより思考を整理し、
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できたできないの結果だけでなく、内容を意識して練習

に取り組むことができるように学習カードを作成した。 

第 2 に、児童が思考の内容を具体的に記入できるよう

に質問内容を短く具体的に設定し、本時の学習における

振り返りの内容が次回の課題設定の際に意識できるよう

にした。 

第 3 に、自己の課題を捉える時間では、自分の見つか

った課題（もうすこしでできそうなところ）を質問し、み

つかった自己の課題をもとに練習に取り組む時間では、

選んだ練習の場・意識したポイント・できるようになった

ところ・もう少しでできそうなところ等、自分の学習内容

が振り返れるよう質問した。 

第 4 に、前時の内容や前の技のまとまりの学習内容が

次回の学習に活かせるようにした。 

3) 手立て 3 目標達成シートの活用 

図 5に示したように、自己の目標(目指す姿)をもち、

そこへ向けての努力ができるようにするため、過去の自

分との変容をみることができ、自己の成長を実感するこ

とができる目標達成シートの工夫を 2点取り入れた。 

第 1 に、1 つ 1 つの技について自分の目指す姿と達成

日を記録できるようにした。 

第 2 に、下から上に上がっていくにつれ難易度があが

っていくように設定した。階段を上っていくように自己

の達成度が高まる様子を視覚的に認識でき、達成感が高

まるようにした。 

 

図 5 目標達成シート 

授業における活用の仕方としては、(1)各技のまとまり

の初めの時間に自分の目指す姿を設定する。(2)各時間の

終わりに目標に対する自分の出来栄えを確認する時間を

設定し、自分の達成度を確認できるようにする。(3)児童

は自分が設定した目指す姿を達成すると達成した日付を

記入し次の目標を設定する。 

児童は、単元を通して個々の目標と向き合い活動に取

り組むため、より自己の成長を実感し「やればできる！」

という自己効力感が高まることが期待された。また、「ゴ

ールのイメージ」を持ち取り組むことで、レジリエンスの

要因である「肯定的な未来志向」を持つことができ、レジ

リエンスを高めていけるのではないかと考えた。 

6.5.4. 調査内容 

1) レジリエンス尺度 

原ら(2011)が作成した小学生版精神的回復力尺度を使

用した。将来の夢や目標を持つことや将来の計画を立て

る等の「肯定的な未来志向」、ものごとに興味や関心を持

ち追求していく「興味関心の追求」、内的な感情状態を調

整することができる「感情調整」、困難な状況や気分に左

右されず耐える力である「忍耐力」の 4 つの因子から構

成され「かなりあてはまる」「ややあてはまる」「どちら

でもない」「あまりあてはまらない」「まったくあてはま

らない」の 5段階で回答を求めた。段階順に 5点～1点に

点数化した。単元前と後の計 2 回実施し、それぞれの項

目の平均値を比較した。 

2) 日常生活に関する調査 

学校外での運動時間、勉強時間、運動や勉強の好き嫌い

等、計 7つの項目についてアンケートを実施した。 

3) 形成的授業評価 

個々の児童の学びの実態を把握するため、授業実践を

行った A 組の児童に対し、毎時間授業後に高橋ら(1995)

が作成した形成的授業評価を実施した。形成的授業評価

は、できたりわかったりしたときに子どもは大きな感動

を味わうことができるという「成果」、運動欲求の充足度

を評価する「関心・意欲」、学習の自発性や学習の合理性

を問う「学び方」、友達との人間関係(態度)を評価する

「協力」の 4つの観点 9項目から構成され、「はい」「ど

ちらでもない」「いいえ」の 3段階で回答を求めた。段階

順に 3 点～1 点に点数化し、それぞれの観点の平均値を

算出、ここで得た平均点を高橋らが作成した形成的授業

評価の診断基準に照らして 5 段階で評価した。評価した

値を、1 時間目(授業初回)、4 時間目(技①の終わり)、7

時間目(技②の終わり)、及び 10時間目(授業最終回)の間

で比較した。 

4) 自由記述 

学習カードを活用し児童の記述を見取った。 

6.5.5. 分析 

南風原(2001)を参考に、効果量(Effect Size;ES)を定

義し、計算した。ESが統計的に有意かどうかを検討する

ために、有意水準を 5%未満として t検定を行った。 

形成的授業評価は、各項目を従属変数、性別(男子,女

子)と授業時間（1時間目,4時間目,7時間目,10時間目）

を独立変数をとして 2要因分散分析を行った。 

 

7. 結果 

7.1. レジリエンス 

 表 2 に、精神的回復力尺度の各項目における検定結果

を示した。 



表 2 各項目の検定結果 

 
7.1.1.「肯定的な未来志向」 

図 6 に肯定的な未来志向の平均得点と標準偏差を示し

た。分析の結果、「肯定的な未来志向」(ES=0.24)では統

計的に有意な効果は認められなかった。 

 

7.1.2.「興味関心の追求」 

図7に興味関心の追求の平均得点と標準偏差を示した。

分析の結果、「興味関心の追求」(ES=0.24)では、統計的

に有意な効果は認められなかった。 

 

7.1.3.「感情調整」 

図 8 に感情調整の平均得点と標準偏差を示した。分析

の結果、「感情調整」(ES=0.72)では統計的に有意な効果

が見られた。従って、レジリエンスを高める授業実践が

「感情調整」を高めた可能性が高い。 

7.1.4. 「忍耐力」 

図 9 に忍耐力の平均得点と標準偏差を示した。分析の

結果、「忍耐力」(ES=0.04)では、統計的に有意な効果は

認められなかった。 

 

7.1.5. レジリエンス合計得点 

図 10に合計得点の平均得点と標準偏差を示した。分析

の結果、合計得点(ES=0.31)では、統計的に有意な効果が

みられた。従って、レジリエンスを高める授業実践がレジ

リエンスの合計得点を高めた可能性が高い。 

 

7.2. 形成的授業評価 

表 3 に形成的授業評価の平均得点と標準偏差、各項目

の分散分析を示した。 

7.2.1. 「成果」 

「成果」における分散分析の結果は、表 3 の通りであ

る。授業時間における主効果が有意であった。多重比較を

行ったところ、1 時間目と 10 時間目(p<0.01)、4 時間目

と 10 時間目(p<0.05)、7 時間目と 10 時間目(p<0.05)に

有意差がみられ、10時間目が高い値を示していた。 

7.2.2. 「関心・意欲」 

「関心・意欲」における分散分析の結果は表 3 の通り

である。どの項目においても有意な差はみられなかった。

7.2.3. 「学び方」 

 「学び方」における分散分析の結果は表 3 の通りであ

る。授業時間の主効果が有意であった。多重比較を行った

ところ 1 時間目と 4 時間目(p<0.05)、1 時間目と 7 時間

目(p<0.01)、1時間目と 10時間目(p<0.01)に有意差がみ

られ、どの時間も 1 時間目と比較し有意に高くなってい

た。 

7.2.4. 「協力」  

「協力」における分散分析の結果は表 3の通りである。 

未来志向 興味関心の追求 感情調整 忍耐力 全体

ES 0.24 0.26 0.72 0.04 0.31

t 1.11 1.55 3.12 0.14 2.23

検定結果 n.s. n.s. p<0.05 n.s. p<0.05
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表 3 形成的授業評価の平均点と標準偏差 

授業時間、性別の主効果が有意だった。また、性別×授業

時間の交互作用効果も有意であった。多重比較を行った

ところ、 1時間目と 4時間目(p<0.05)、1時間目と 10時

間目(p<0.05)に有意差がみられ、1時間目と比較し有意に

高くなっていた。また、男子と女子(p<0.05)も、女子が有

意に高くなっていた。 

7.2.5. 形成的授業評価合計得点 

 合計得点における分散分析の結果は表3の通りである。

授業時間の主効果は有意であった。多重比較をおこなっ

たところ、1時間目と 4時間目(p<0.05)、1時間目と 7時

間目(p<0.05)、1 時間目と 10 時間目(p<0.01)、7 時間目

と 10時間目(p<0.05)に有意差がみられ、どの時間も 1時

間目と比較し有意に高くなっており、7 時間目と比較し

10時間目も有意に高い値となっていた。 

 

8. 考察 

本研究では、小学 5 年生を対象に『自己の課題に粘り

強く取り組む姿』（①自己の課題をとらえ、解決に向けて

取り組むことができること、②自己の目標(目指す姿)を

もち、そこへ向けて努力することができること）を目指し

たレジリエンスを高める体育授業の実践を行い、有効性

をアンケート調査により検討した。授業における 3 つの

手立てに沿って有効性と課題について述べていく。 

8.1. 単元計画の工夫 

単元計画の工夫により自己の課題を捉え、自分の課題

にあった練習の場の選択と実践を技ごとにくり返し行っ

た。その結果、授業実践を行った A 組においてレジリエ

ンスの合計得点の有意な向上が認められた。また、形成的

授業評価における「成果」の得点も 10時間目において有

意な向上が認められた。 

原ら(2014)の小学生を対象としたレジリエンスを高め

る授業実践において、繰り返し行うことで理解が促進し、

レジリエンスが高まった可能性が示唆されている。本研

究においても、自己の課題にあった練習の場の選択と実

践を繰り返したことにより、内容への理解が深まり自己

の課題と向き合うことができた可能性が考えられる。ま

た、1時間目に発表会の内容について触れ、発表会を視野

に入れて練習に取り組ませた。岩谷ら(2020)は課題に粘

り強く取り組んだかどうかに加え、個人に応じた達成感

の獲得が、「精神的回復力尺度」に強く作用していると述

べている。 発表会を意識し、自己の課題と向き合い練習

に取り組んだことにより、発表会において自分の練習し

てきた成果が出し切れた、今までできなかったことがで

きるようになったということがより実感でき、達成感を

得ることができたのではないかと考えられる。 

8.2. 学習カードの工夫 

学習カードの工夫により、活動における思考を学習カ

ードに整理した。また、自分の練習における取り組みの内

容や意識したポイント等を振り返り次回の学習に取り組

むということをくり返し行った。その結果、授業実践を行

った A組において感情調整の有意な向上が認められた。 

原ら(2016)は、出来事と感情の間には思考（考え方）が

存在しているといった ABC 理論に基づいた実践を行い、

感情を落ち着かせることに有効であり感情調整を高める

のに有効であることを示唆している。学習カードの工夫

により、できた、できないの結果だけでなく自分の活動内

容に意識が向き内的な感情を調整することができたと考

えられる。図 11に示した児童の学習カードの記述におい

ても、本時の課題（もう少し練習が必要なところ）を次回

の意識するポイントにつなげており、本時の学習の振り

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

授業時間 (F(3,69)=8.751, p<0.001) 10>1≒4≒7

性別 (F(1,23)=0.747,p>0.05)

授業時間×性別 (F(3,69)=0.753,p>0.05)

授業時間 (F(3,69)=1.390，p>0.05)

性別 (F(1,23)=0.018,p>0.05)

授業時間×性別 (F(3,69)=1.070,p>0.05)

授業時間 (F(3,69)=14.203,p<0.001) 1<4≒7≒10

性別 (F(1,23)=0.089,p>0.05)

授業時間×性別 (F(3,69)=0.944,p>0.05)

授業時間 (F(3,69)=8.106,p<0.001) 1<4≒7≒10
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返りを次回の学習に活かすことができている姿が見られ

た。 

 
図 11 児童 Aの学習カードの記述 

8.3. 目標達成シートの活用 

目標達成シートの活用により、自己の目標(目指す姿)

と自己の成長を視覚化でき、より達成感を得ることがで

きるようにした。目標達成シートの記述により、自己の設

定した目標を達成できた児童が多く見られ、レジリエン

スの合計得点の有意な向上に影響を与えた可能性が考え

られる。 

しかし、目標達成シートの手立てにおいて想定した「肯

定的な未来志向」においては有意な変化は見られなかっ

た。原因として１つの単元という短い期間で、達成感や成

功体験を自分の未来の肯定的な姿につなげることができ

なかったことが考えられる。今後、成功体験を積み重ねて

いくことで自信が少しずつ高まり自分の明るい未来を想

像でき、レジリエンスが高まっていくのではないかと考

える。 

 

9. まとめ 

本研究は、レジリエンスを高める体育の授業実践にお

いて『単元計画の工夫』、『学習カードの工夫』、『目標

達成シートの活用』の 3 つの手立てを取り入れ実践を行

った。その結果、「感情調整」とレジリエンス合計得点が

授業を行ったクラスにおいて高まり、レジリエンスを高

める手立ての有効性を示すことができた。 
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